
【ミニ展示】

岡本かの子の短歌を「かなの書」にのせて
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●場所 COFFEA EXLIBRIS kettle       京王線 東府中駅徒歩4分 府中市八幡町3-19-3

●期間 2024/ 5/18土 ～ 6/16日 12時〜19時 土日祝11時〜 火曜定休

            

平安時代に誕生した日本独自の文化である「かなの書」。それは、今ではほとんど見ることもなくなった
変体仮名と連綿と呼ばれる流麗な続け書きを使って、俳句や和歌など日本の情緒的感覚を表現するアート
です。日本人の美意識が生み出した、流れるような美しい線と余白が織りなす空間美は、かなの書にしか
ない魅力といえるでしょう。

本展示では、大正時代に詠まれた岡本かの子の歌集から、心惹かれた桜の歌を題材に、かなの書のちらし
書きという手法でもって、その魅力を表現してみました。未熟な作品ではございますが、歌の魅力ととも
に、かなの書についても知ってもらえる機会となれば幸いです。

            

●短歌出典

歌集『浴身』 岡本かの子（岡本太郎の母）

百三十余首の桜の歌を載せている。桜と対峙
して詠まれた歌はいずれも美しく、新鮮で、
激しくも愛があり、絵画的でもある。  

●書/デザイン

内田結可里

ペンと筆のレッスン室主宰
全日本書芸文化院常任理事

作品づくりに励む傍ら、ペン字、
毛筆の指導を行っている。 ●表装

柘植 守 ：柘植(つげ)表具店

            
  作品番号 ① ② ③ ④ ⑤
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●ご購入をご希望の方

店内スタッフに

お声がけください。

●お問い合わせ

こちらへお願いします。
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